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丹沢山地におけるアザミ属の自然雑種

高橋秀男

Natural Hybrids between the Species of Cirsium from the Tanzawa Mountains 

Hideo TAKAHASHI 

フジアザミは関東，中部地方に分布域をもっ日本固 る。セドノ沢は崩壊が著しく，現在砂防用の堰堤の工

有種で，fif(花は幅8.5 c皿， 葉は厚く長さ 60 ~mにも達す 事中であったが，沢の崩壊斜面には毎年秋にフジアザ

る巨大なアザミである。県内では丹沢 ・箱根山地に分 ミの大群落が見られる。1983年9月にアジアザミ群落

布し，普通は海抜400m 以上iこ生え，しばしば中津川 を写真撮影中に，フジアザミに混じって小形の頭花を

の河川敷（海抜70～90m〕のような低海抜地にも見ら もっ個体が点在しているのを見出した。崩壊地の周辺

れる。箱恨には生育地は少ないが，丹沢山地では1928 にはホソエノアザミが生育しているのを見ていたの

年の関東大震災によってできた崩壊地が各所にあり， で，その雑種であることはすぐに解った。そこで雑種

フジアザミ ，ヤマホタノレプクロ，パライチゴなどの土 群を採集してきて，丹沢産のフジアザミ及びホソエノ

砂のi{I積に耐えられるような種煩で1結成される多年生 アザミとの外部形態の比較を試みたところ，表1のよ

草本や小低木の植被が見られる。なかでも秋はアジア つな結果が得られた。この表で解るように雑種l伴は全

ザミが大群獲をなし，一際目だった景観をつくりだし ての形質において，両種の中間的な形態を持ってい

ている。 る。頭花の着き方はフジアザミに似て，花柄lま長く伸

筆者は1983年9月に丹沢山でフジアザミとホソエノ び，先に l～2花を着けるものからホソエノアザミ的

アザミとの雑種， 1984年10月には西丹沢の西沢でフジ に細L、花柄の先に多数または少数の頭花を着けるもの

アザミとアス．マヤマアザミとの雑種を見いだした。い がある。雑種群は一般に葉の刺が長く著しく，総をは

ずれも今まで記録されて山ないと思われるので報告す 紅紫色で，片は縁辺に刺を列生する。果実は不稔だが

ることにした。日本産アザミ属のなかでは最も大きな まれに成熟するものを見かける。ホソエノアザミは神

頭花を持つフジアザミ と最も小形に属するホソエノア 奈川，静岡，山梨，東京などの各都県に分布している

ザミやアズマヤマアザミとの問に出来た雑種と言う点 ので，両極が同所的に生育しているところでは今後事IE

で興味深い課題を抱えている。アジアザミの自然雑種 種が発見される可能性がある。

については， タイアザミと の雑種 ・ミサワアザミが

1933年，中井猛之進によって，日光から報告され，県 フジアザミ xアス’マヤマアザミ・アジアズマヤマア

内では丹沢山地の道志川流域より報告されている。最 ザミ （新称〕Cirsiumpu問 ρuratum(MAXIM.) MA-

近，北村四郎 （1986）は岐阜県下で，フ ジアザミXサ TUM. x C. microsρicatum NAKAI 

ワアザミ，ホ ッコクアザミ Xフジアザミの2新雑種を 西丹沢中川川の支沢である西沢は，著しい隔離分布

報告している。 をするヤシャイノデの自生地として知られ， 1984年10

月にその生育状態の調査を，神奈川県植物誌調査会の

フジアザミ ×ホソエノアザミ・タンザワアザミ 〔新 長谷川義人氏らとともに実施した。その帰途，西沢の

称）Cirsium戸uru戸uratum(MAXIM.) M ATUM. x C. Jil辺や林縁にアズマヤマアザミ が，河川敷にはフジア

effusum (M AXIM.〕MATUM. ザミの群生しているところがあったので， 雑種の生育

丹沢山へ調査に入るには， 堂平入り口の車道終点 を予想して探したところ，アジアザミに混生している

(lOOOm）よりヒノキの植栽されている県有林を経て， アズマヤマアザミとの雑穫を数個体見いだすことがで

セドノ沢を検切り， プナの立ち並ぶ急坂を頂上に達す きた。雑種とその両親を比較したのが表2であるが，
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前雑種と同様に両種の中間的な形態を持っていること る。

がわかる。頭花の着き方はアズマヤマアザミに似て，

花柄の短いものから，花柄が長く伸び先に大きな頭花 文 献

を1個着けるアジアザミ的なものなど変化は多い。雑 北村四郎 1933 Compositae Novae Japonicae 6 

種群は一般に葉の刺が著しく，また頭花の数も少なく 植物分類地理， 2:175. 

総をは赤紫色を帯びる。総を片の縁辺に刺を列生する KrTAMURA, S. 1937 Compositae Japonicae. Mem. 

ことはフジアザミの形質を受け継いでいる。果実は大 Coll. Sci. Kyoto Univ. ser. B, 1・130.

部分は不稔であるが，ときに成熟しているものが見ら 北村四郎 1986 岐阜県飛騨のアザミの自然雑種櫛

れる。アズマヤマアザミは関東地方から鈴鹿山脈まで 物分類地理，37:57-58. 

分布するので，関東地方でフジアザミとアズ7 ヤマア 大井次三郎 1975 改訂増補新版 日本植物誌東京

ザミ と同所的に生える所では 今後発見の可能性があ （神奈川県立博物館〉

表1 フジアザ ミとホソエノアザミ及びその雑種群との外部形態の比較

kそアジ
根出菜の有無 花期に宿存する。

根l起業または 羽状に中裂し，裂片は 5

茎の下部の葉 ～7対，縁辺は長さ 2～

7 mmの刺がある。裏面は

灰白色。

柄 太く長い花柄がある。

を 扇球形

幅65～85'111Il

札〈、い、、 モE 片 中部付近で幅5～9mm, 
縁辺は長さ 0.5～3mmの

硬く太い刺を列生する。

片は反り返り，先は長さ

3～4 mmの刺が着く。く

も毛は無い。

花

冠

果
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アジアザミ Xホソエノアザミ
〔タンザワアザミ〕

花期に宿存するかまたは枯れて

無い個体がある。

羽状に深裂し，裂片は7～8対，

縁辺の刺は著しく， 長さ5～15

mで硬く太い。裏面は淡色また

は白L、。

やや太く長い花柄か，または短

い花柄がある。

鐘形

幅12～30mrn

中部付近でq1~ 2～3 mm，縁辺は

0.5～3 mmの刺を列生する。片

は反り返り，先は長さ2mmほど

の刺が着く。縁辺はくも毛があ

るか，または無い。

長さ17～22mrn

長さ17～18mrn

長さ 4mm 

ホソエノアザミ

花期に枯れて無い。

羽状に深裂し，裂片は8

対，縁辺は長さ 5～lOmrn

の太い車ljがある。裏面は

淡色。

短く車郎、花柄があるか，

または無＼'o 

狭い筒形

幅8～2omrn

中部付近で帽1～2mm。

縁辺は普通は刺が無いが，

ときに 1～2個の小さな

刺がある。片は反り返り

先は長さ 1mmほどの刺が

着く。縁辺はくも毛があ

る。

長さ17～18mn

長さ15mrn

長さ 3mm 



フジアザ ミ， アズマヤマアザミ及びその雑種群との外部形態の比較表2

江そ｜ アズマヤマアザミ
フジアザミ×アズマヤマアザミ
（アジアズ7ヤマアザミ〉ザアンフ

J
t｜
つ
引
！
日
町
｜

花期に枯れてf郎、。

根出業または 羽状に中裂し， 裂片は 5 羽状に浅～中裂し，裂片は 5～ 羽状に浅～中裂し，裂片

茎の下部の葉 ～7対， 縁辺は長さ 2～ 6対，縁辺は刺が著しく ，長さ は4～5対， 縁辺は長さ

7 mmの刺がある。裏面は 6～2ommある。裏面は白い。 4～7 mmの刺がある。裳

灰白色。 面は淡色。

花 柄 太く長い花柄がある。 花柄は短いか，または無く，と 花柄は普通は無い。

きに：長い花柄がある。

4巾》」、、 を 扇球形 鐙形 狭い筒形で上部は少し細

幅65～85畑 ！｜属15～35凹 くなり，幅8～12醐

総、 査 片 中部付近で幅5～9mm, 中部付近で幅2.5～3畑， 縁辺 中部付近で幅1.0～1.5mm, 

縁辺は長さ 0.5～3mmの は0.5阻ほどの刺を列生または は縁辺刺が無く著い 、く

硬く太い刺を列生する。 1～2個着ける。片の先は長さ も毛に被われる。片の先

片は反り返り ，先は長さ 2～3 mmの刺が着き，多くは反 はo.5 mmほどの刺が着き，

3～4 mmの刺が着く。く り返るが，と きに直立する。 反り返らない。

も毛は無い。 縁辺または背面はくも毛がある。

花期に枯れて無い。花期に宿存する。

長さ17～18mm長さ20～25mm長さ23～29mm花

長さ14～15mm長さ18mm長さ21～22mrn冠

長さ3捌
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長さ 4皿長さ 4mm 果
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写真 1' 4，ホソエノアザミ.2, 

5，フ ジアザミとホソエノ アザミ

の雑穫．タンザワアザミ .3, 6, 

フジアザミ 1～3，頭花.4～6, 
総在片. (phot. 0HBA) 


